
ることとなる。(中島男次)

ちょくつううんでん 直通運転 広く5'1]1ドを線路名称の呉な

る線区を直通して運転する場合をJ冒すが，記長い意味では，列車

を経営主体の異なる 2 以上の運輸機関を通じて運転するこ とを

いい，この場合には*采入五I!!伝ともいう。(鈴木与吉)

ち ょく つうかし 伊 直通貨車 !I仇聞の悶 じ鉄道 ・軌道の附の

JI凶作巡輸のはi合に，後数の迎i輸機|誕lにわたり迎丹l して貨物の輸

送を行うことに適する貨車。直通貨111 としての適術性は， 主と

して巡転保安上の見地から貨車の前h霊 ・ 軌道負担力 ・ 線路構築

物の状態などによってあらかじめ定められる。国鉄と地方欽道 ・

軌道との連絡運輸の場合には，つぎの 2 つの場合に分ち関係規

定に i明示されている。

l 国鉄の貨車(私有貨Ijïを含む)で地方鉄道 ・軌道に直通て'

きないもの 地方鉄道 ・ 軌道ごとに線路または区間l ・ 接続駅別

に貨車の記号 ・ 形式を示す。

2 地方鉄道・軌道所属貨車で国鉄線内に直通することので

きるもの 地方鉄道 ・ 軌道ごとにその貨111の耶樋・記号 ・番号 ・

同数 ・ 荷量・石炭荷重 ・ 貨物釈放高等を示す。この場合その識

別のため該当貨準には， 11ょ休の問削lに標記してある祷号の下に

籾 13 mm . 長さ番号と同長の白線 2 条を標記することを要し，

この白線の傑記のない貨車は国鉄線内に直ii1i illJfJすることがで

きない。ー」車両の直通運用。(佐藤能年)

ち ょく つうき ゃ くし 伊 直通客車 国鉄線 ・ 私鉄線相互|日lに

各IfJ:を直通させて ， 旅客の{史を図る場合， この直通する客"11を

いうのであるが， 一般には 2 以上の線区にわたって客車を直通

させる場合にも，その客111を ifii泊客111 といっている.(内国百彦)

ち よく つ う せいどう 直通制動 (英) slraight brak e 鉄道

車両のブレーキをその作用ヒから分類すると，直接プレーキと

間接プレーキとになり，通常 lì~者を直ii1itliU1f!)J， t走者を自動11~J 1ff!J

と称している。直通プレーキは列車全体のプレーキ管を常時大

気圧にしておき ， 制IJilめする J場合そのつどプレーキ管を真空にし，

あるいは圧力空気を満たしてアレーキ ・ シリンダを作用させる

装置で， 機関車の単独プレーキのような装置である。これに反

し自動プレーキはプレーキ管を常時衣笠か， 圧力空気を入れて

おき，プレ ーキ管を大気圧に近くすることによって， プレーキ

を作用させる装置である。

列車分離等の場合，直通プレ ーキではl1iU1JìiJは不能になるが ，

自由l プレーキではたどちに自動的に制1Mb;かかる。 (1μ山i勾l閣閏秀三)

ち よく つ う たん 直通炭 山元から港E刃頭E項l まて

が，い ったん港頭に貯炭されることなく，ただちに船積される

ものをいう。石炭を海送する場合， WIl世されたものが選別され

て貯炭ピン(ポケッ ト と称する)に入り，ポケットから貨111絞

されて港liJ\に輸送され， たどちに船積される場合， すなわち直

通炭が理想的な輸送形態であって，輸送原filli も他の場合すなわ

ち 事事!ltl'，炭に比較して安 くつくことになる。(加藤礼三)

ち ょ くりゅうせんたくし 々 だんそうち 直流選択遮断装置

輸送車:の増加と車両の長編成にf!ló な って ， :æ rr，:所のき電(給

T!t) 'îl!:流がし、ちじるしく域大した。これがために負荷電流が事

故電流より大きくなり ， 高速度遮断総で選別することが困難と

な った。直流選択遮断装置は， この事故電流を選別して， 高速

度遮i析禄により事故を遮断する装位であり，その動作原班!によ

り事故l待に発生する電弧の高周波により選別する電弧阪1f!)J型と，

事故時における電流の増加率 (d i/dt) が大きいことにより選}]IJ

する電流変化率型とに大別できる。

l 電弧振動型 事故電流は一般にm~瓜を伴ない ， 電気版印J

を生ずるので， これを利用して事故電流と述;1日E流の選択遮断

を行うものである。そのためにはき電回路に特殊変流器をそう

入して， この'r:[弧擬即jを取り出し，継電穏を働かせて高速度遮

|旬rR:i:を IJf]けばよいのであるが，これでは突際のき電回路におい

ては， いろいろな雑音やl憐H寺的な電弧(電車や電気抵控除l事がセ

クショ γを通過したり，パ γ タグラフが動絡するとT!t弧が生

ずる)が発生するため不必要な動作をすることになる。きm回

路の雑音をさけるためにはろ波探 ( fil ter) を HJ\' 、て ， 常時間á\J}

に発生する雑音周波数以 Fを阻止して， ttt狐振動のうち，これ

より高い周波数のもののみを利用する。つぎに瞬時的な電弧を

さけるためには， 限l時継電線を抵いて， ある一定時間電弧が継

続したのちに縦電球が働くようにしている。

2 m流変化率沼 運転電流には必ず電車や電気機関車の官2

lIiJJ僚があるため，たとえ電流は大きくとも比較的ゆるやかに治

加する。これに反して事故電流はたとえその値は小さくとも急

激に時~加する。このことを利用して運転電流と事故電流との選

択滋断を行うものである。

き'íl1回路に特殊変流;慌をそう入しておくと ， き電回路に常時

流れている電流には無関係に， 新しく流れはじめる電流の税加

速度に比例した電圧を取り出すことができる。この電l王が，あ

る値以上になると，調t71!:採が働いて高速度遮断訴を聞くように

する。このHJ:流変化率型もまた電車や電気機関車が， セクショ

γを通過する際の大きな電流変化によって不必要なlIiJJ作をする。

そこでこれを補償するためにセクション補償装置が必裂となる。

これはセクションをはさむ相手側き í1t回路に， 1J IJ の特殊変苦IE総

をそう入し，これに生ずる電圧に よ って相殺するようにしてお

けばよい。いま大きな電流を取って進行中の電車が，セクショ

ンを通過して進入して米たとすると，き電電流が急激に対~加す

るが，このi場合セクショ:/~どはさむ相手fJlIJ き電線においては，

いままでき電していた電流が急激に滅少するので，これらによ

って生ずる電圧を相殺するようにしておけば，継m誌は動作し

ないことになる。その他運転電流事故電流ともに底負荷flt流

(base ! oad) がある場合には感度が惑くなるので，これを補償

する装i白も必要である。(村岡良二郎)

ち ょく り ゅう たんか 直流単価 KWH あたりの交流電気持i

f聞と，これを直流に変えるための KWHあたりの直流変成単価

との合計。

電気には， 直流と交流との 2 つがある。交流は普通われわれ

の家庭の電力をはじめ，各釘ïi!f業用の動力に用いられるもので，

大きさが 1 秒間に 50 回または 60 回の速さで正弦波をえがいて

交互に+とーとに変化する電気であ る。 I直流は主として鉄道運

転用 と化学工業に用いられるもので， 大きさが一定で変化しな

い電気である。

わが国では最近交流電気機関車も一部に使用されているが，

まだ大部分は直流である。直流を得る方法として直接直流発電

機により発電する方法もあるが， 電気の負荷は電気運転用およ

び化学工業用を除けばほとんど全部交流負荷であるから，交流

発電をして，交流の電気を，電気運転を行う近くまでもって来

て，直流に変える方が有利である。現在国鉄でも自営の発電所

または購入により得た交流の電気を，直流変電所において直流

に変えている。

直流変電所の中には交流を受電する設日li，電圧を下す変圧器

設日ii ， jj[昔IEに変える2t成設備， 直流を送り出す設耐iiおよび各極

付干w設備があり，交代勤務をやる運転負と保守作業をやる保守

員がいる。底流変成に裂する単価は， その変電所の経政と取扱

った電力量できまってくる。(長岐情隆)

ち ょく り ゅうへんでんしょ直流変電所 continuous current 
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